
「禁煙」宣言 

少子高齢化が急速に進んでいる我が国では、自分自身の健康状態に気をつけ、 

健康維持の妨げになる因子を取り除く努力をしていくことが，一人ひとりに強 

く求められている。つまり、健康の維持・増進，QOL の向上、疾病予防、早期治 

療等に関して、すべての国民に自己責任があるといえる。なかでも動脈硬化性 

疾患の危険因子，すなわち高血圧、高脂血症、糖尿病、喫煙，身体不活動等へ 

の積極的な対策は喫緊の課題である。 

そのうち喫煙については、「吸わない」、「止める」という自己責任に頼るところ 

がとりわけ強い。喫煙の弊害は，動脈硬化性疾患、呼吸器疾患、整形外科疾患、 

がん発症リスクの増大にとどまらず、アスリートのパフォーマンス低下まで広 

範囲に及ぶ。加えて受動喫煙によるがんや呼吸器疾患のリスクも指摘されてい 

る。現状では，我が国における喫煙率は未だ高く，とくに青少年および女性の 

喫煙については社会的な問題といえる。 

スポーツは、青少年から高齢者まで幅広い年齢層の人々が生活の中に取り入れ 

ている健康行動の一つである。一般の方々からアスリートまで、スポーツ関係 

者を含めて喫煙対策を推進することは、スポーツ医学の発展・普及を目指す本 

学会において極めて重要な課題である。第 17 回日本臨床スポーツ医学会総会を 

迎えるに当たり、スポーツの発展に尽力し一人ひとりの自己責任を持った活動 

を望み、青少年から高齢者までの喫煙対策と教育を積極的に推進することをこ 

こに宣言します。 
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